
健福大同窓会

ボランティア情報センターに登録している団体紹介

活動内容 ● 平和記念公園一斉清掃
● 広島県高齢者健康福祉大学校修了生が組織する、各期会、地域同窓会の支援
● 広島市・広島県西部地域・呉地域でボランティア活動を展開中

活動内容

対象地域

対象者

ＪＡ広島市　助け合いの会「ふれあい倶楽部」

市民福祉ネットワーク“ひろしま”の加入団体紹介

● 生活援助・身体介護など会員相互の助け合
い活動を行なう有償ボランティアグループで
す。サービスを届ける協力会員と、サービスを
受ける利用会員で構成され、協力会員の知識
習得のために研修会も行なっています。
ＪＡ広島市管内（広島市及び広島市近郊）

協力会員：「ふれあい倶楽部」の理念と活動に共感してくださる方
利用会員：ＪＡの組合員とその家族、地域住民でホームヘルプサービスが必要な方

　広島県高齢者健康福祉大学校の各期卒業生で結成された
グループが、「健福大同窓会」です。
　毎年、地域社会への貢献の一つとして、平和記念公園の一
斉清掃に参加し、その後に、平和学習を行なっています。平和
学習は、被爆体験をされた方から直接お話を伺い、戦争や原
爆投下の出来事、戦争を語りつぐ意味を理解するために行なっています。
　また、今年は健福大同窓会が主催し、各期の活動報告を行なうイベントの企画・準備をしています。 ミラクル・すまいるカフェを

始めたきっかけは？Q1

ミラクル・すまいるカフェに
ついて教えてください！Q2

安佐北区復興連携センター
すまいるは、どんな存在ですか？Q3

横田さんにとっての
ミラクル・すまいるカフェとは？？　Q4
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　新建集会所では、昨年の8月20日の豪雨災害をきっかけ
に、地域の方が気軽に集える場として「ミラクル・すまい
るカフェ」を毎月開催しています。
　昨年の11月から地域の方である横田さん、森岡さん、桑
田さん、林さん、井手中さんの５人を中心として、企画から
準備まで行なっています。
　その中で中心的な存在の横田さんにお話を伺いました。

安佐北区
復興連携センター
すまいる

ミラクル・すまいるカフェ世話人
横田 順子さん

してきま
した！

インタビューインタビュー

　災害発生後、毎日来てくださる
ボランティアの方へ少しでも手
助けができればと思い、地域のみ
んなで、新建集会所に集まり、水
の配布や活動場所までの案内な
ど行ないました。
　土砂撤去の活動が落ち着いた
11月には、新建集会所に人が集ま
らなくなり、少し寂しい気持ちに
なりました。
　もう一度、地域のみんなが集ま
れたらいいなと思い、復興連携セ
ンターすまいるのスタッフに相談
し、11月に初めて「ミラクル・すま
いるカフェin新建」を開きました。

　月に1回開催しています。みん
なで食事を楽しんだり、マッサー
ジのボランティアさんに来てい
ただいたり、その月ごとに企画を
考えます。
　当初、カフェに来ていた方の多
くは、被災した方ばかりでした。
参加費を無料にしていたため、

「私は被災していないから･･･」と
遠慮された人もおられたようです。

　今では、参加費を少しいただ
き、被災の有無に関係なく、地域
のみんなが集まっています。「カ
フェに行きやすくなったよ」とい
う声も聞くようになり、毎回20名
～30名が集まっています。

　発災当初から、何かあれば相談
できる場所で、スタッフの吉田さ
んや藤井さんの存在は、とても心
強いです。何気ない会話をした
り、悩んだときは相談したり、私
たちにとって、心のよりどころと
なっています。

　地域の人とふれあえて、素敵な
笑顔がみられる場所！
　普段、家の近くで会う時とカフェ
で会う時のみんなの表情が全く
違います。カフェを通して、より
心が近くなりました。
　地域のみんなが気軽に集まる
ことができ、ちょっとした話がで
きる場所は地域に必要だと改め
て感じます。
　これからも気長にやっていけ
たらいいなと思っています。

左から藤井さん（すまいるスタッフ）、森岡さん、
横田さん、吉田さん（すまいるスタッフ）
下：桑田さん

▲「安佐北ミミの会」によるハンドマッサージ

◀
カ
フ
ェ
の
様
子

　平成26年8月20日の豪雨災害から１年が経ちました。
　今号では、被災した地域で自主的に行なわれている「ミラクル・すまいるカフェ」や、発災から現在まで安佐南区で
活動を続けてくださっているボランティアさんへの取材を行ないました。
　この紙面を通じて、被災した日から、カフェを行なうまでの地域の方の想い、初めて災害ボランティア活動に携わ
り、１年以上活動を続けてくださっているボランティアさんの想いをみなさんにお伝え出来たらと思っております。
　また、大学のボランティア窓口への取材では、学生のボランティア活動の現状についてお話を伺い、改めて社協と
大学が連携し、学生を応援することの大切さを実感しました。
　これからも、ボランティア活動に携わる方々の元へお伺いし、みなさんにボランティアの生の声をお届けします！
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ほっこりエピソードほっこりエピソード
～８．６平和記念式典での車い

す介助ボランティア活動より～

参列された被爆者の方から「来年もここに
来

られるように、これから１年元気におるけ
ー

ね。来年もまた、車いす介助をお願いしま
す

ね。また、会いましょう！」という言葉をい
た

だき、手を振りながらお別れしました。温
か

いことばに心がほっこりした瞬間でし
た。

やってよかったと無事に活動を終えまし
た。

被爆70周年を迎えた今年、

県内外からたくさんの方

が式典に参加されました。

　その中で車いす介助ボ

ランティアとの様々なふ

れあいがありました。


